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　認 知心理学で 注 目され て い る潜在学習 （impliclt

learning＞は、刺激 の 反 復提示 に よ り生 じ 、 習得内

容 を完全 に言語化で きない （村越 ・松井 ， 1995）と

い っ た点 で、オ ペ ラ ン ト条件 づ け 一 特に か つ て行

動分析学で 注目された言語条件づ け と極め て類似 し

て い るよ うに思われる 。 しか し、実験手続がオペ ラ

ン ト条件づ け とは微妙に異なる こ とか ら、従来 の 研

究結果を直接比較する こ とは難 しい 。 今回 の 研究で

は、潜在学習の 代表例 で あ る Reber （1989）の 人 工 文

法 の 学習につ い て 、 正答串に及ぼす消去の 効果を検

討 した。　　　　　　　 ．　　
『

図 1　次の 状態 へ は 50％ の 確串で 推移し、その 過程 で 矢

　 印近傍 に示 した文字が生成されるe 図は 文法 1。

　　　　　　　　　 方　法
参加者　学部学生 9 名が実験に参加 した 。

剰 激　Reber（1989）と同様の 2種類の 有限状態機

械 （図 1）を用 い て 、 長 さ 3〜 8 の 文字列を生成し音

声合成ソ フ トウェ ア （Micro80ft
’

s　Speech　API）で音

声に変換 した 。 有限状態機械に受理 される文法的な

文字冽 43 個と、文法的な文宇列 の 先 頭と末尾以外 の

文字を無作為に 1 回変化 させ て作成 した非文法的な

文字列 43 文字 を用意 した 。

装　置　実験の 制御及 びデー
タの 記録には 4台 の IB−

M 互換コ ン ピ ュ
ータを使用 し 、

ヘ
ッ ドホ ン （Panasonic

RP −HT96 ）によ り刺激を提 示 した。

手続き　参加者を コ ン ピュ
ータ の 前に 着席 させ 教示

文を読 ませた 。 教示文 で は 、 音声が複雑な分類規則に

よ り 2 種類 に分類で きる こ と 、 それ を判断し て キー

を押 して 回答する こ と、回答後にそ の 正否 が 表示 さ

れ る こ と、 な どを説明 し 、 正 答率を で きる だ け高 め

るよう努力す るよ うに強調 した 。

　参加者 の 反応 に よ り刺激 が提 示 され 、3 秒以内に

「Rj か 「A亅 の キ
ー

を押す と、そ の 判断 の 正誤が画

面上に表示 され る。 これ を 1試行 として、86種の 刺

激を 1 回ずつ 無作為な順 で提示 して 1 セ ッ シ ョ ン と

し た 。 実験 は ベ ース ラ イ ン 期 1、フ ィ
ー

ドバ ッ ク期、

ベ ー
ス ライ ン 期 2 で 構成 した 。

べ 一ス ライ ン 期 1 で

は 、参加者の 反応とは無関係 に 50％〜55％の 率で 正

答と表示 し た 。 フ ィ
ー

ドバ ッ ク期では正 しく正誤を

表 示 した 。
べ 一ス ライ ン 期 2 で は 、 反応 とは無関係

に無作為に正答 と表示するが、そ の 率は フ ィ
ー

ドバ ッ

ク期最終セ ッ シ ョ ンを 3 分割 し て平均正答率を求め 、

その最小値と最大値 の 間で無作為に決定した 。 尚、 今

回は反応に対 して そ の 正誤を表示 するだけで 、得点

や現金などは提示 して い な い
。 各セ ッ シ ョ ン終了後

に 正 答率を示 し、前回 の セ ッ シ ョ ン との 正答率 の 比

較を文字列 で 表示 した 。 　　　　　　　　　
’
1

B巳■ 闘nレ 1

　　　 図 2　参加者 TKW の 正答率の 推移。

　　　　　　　　 結果と考察

　4 名全て の参加者が フ ィ
ー

ドバ ッ ク期で正答率の
’

上昇を示 したが、3 セ ッ シ ョ ン 連続 55％以上 の 基準！

を満たすま で の所要セ ッ シ ョ ン数に は個人差が見 ら
『

れ た 。
ベ ース ライ ン 期 2 で は全員が最終的に正答率

の減少を示 したが 、 3セ ッ シ ョ ン連続 55％ 以下 の 基
ご

準を満たすま で の 所要 セ ッ シ ョ ン 数に は 大きな個人

差があっ た 。 潜在学習の研究で は 、反応 の 消去 を確

認 した例は なか っ たが 、本研 究 の 結果 、 潜在学習に

お い てもオペ ラ ン ト条件づ けと同等 の 消去が生 じる

こ とが確認 され た 。
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